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・文化交流では、「乱歩狂言」を震災復興で職員を派遣した宮城県塩竃市、文化交流を行っている東京都豊島区の区
制施行80周年を記念して、両都市と名張市で公演し好評を得ました。

＜行政評価委員会からの意見に対する取組内容＞
・名張文化の発信という観点から、名張市が企画立案した、名張市のオリジナルである乱歩狂言の公演を行いまし
た。
・観光面では、両都市を初め全国各地で観光展や物産展を通じて交流の拡大が図れたものの、文化面では、引き続き
交流の可能性を探っていく必要があります。

３．取組内容

○課題解決への取組内容

スポーツ少年団による中国蘇州市とのスポーツ交流事業、名張ユネスコ協会による韓国京畿道ユネスコ協会との文化
交流事業を、それぞれ協働し取り組みました。

・文化交流は教育分野だけでなく、福祉や観光分野等、多様な交流が必要であることから、将来的には（仮称）国際
文化交流室を設置し事業推進する必要があります。
・多彩なツールを用いての情報発信手法の開発が必要です。
・市内で生活する外国人の支援について、関係団体とのネットワークづくりが必要です。
・あらゆる機会を通して、国際理解教育を促進する必要があります。

＜行政評価委員会からの意見＞
・事業メニューが少ない。
・積極的な施策方針を立て、地道な取組が必要である。
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○地域等との連携、協働に向けた取組

-指差し会話集の数【延べ値】　（件）

・地域の文化を広く発信するため、国内外の様々な地域との交流を積極的に推進します。
・国際交流や国際協力に取り組む各種団体の主体的な活動を支援します。
・多くの人々を名張に迎え、市民が交流する機会を創出します。
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・名張の文化を積極的に発信し、全国の多様な地域との豊かな文化交流を進めます。
・外国人旅行者や在住者が、住みやすく、活動しやすい情報提供を進め、市民公益活動団体等とのネットワークを充
実します。
・名張固有の文化等の情報発信を通し、世界の多様な地域や人々との交流を広げるなど世界に開かれたまちづくりを
進めます。

心豊かな教育と文化に包まれた、ゆとりある暮らし
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５．部局による施策評価

評価

評価

計画どおり事業推進

成果・評価理由

６．今後の施策の方向性、改善方法

・平成25年度に、東京都豊島区で開催される伝統芸能祭に「名張子ども狂言の会」の出演を予定しています。
・国内の都市間交流を引き続き実施するとともに、海外との交流や市内で在住する外国人との連携を深化させる取組
を積極的に実践できる仕組みづくりを検討します。
・名張のオリジナリティーを発揮できるような資源（たとえばご当地グルメ、斎王や忍者等）を用いた交流を促進し
ます。
・市民活動団体との連携強化やＡＬＴ（外国語指導助手）を活用し、国際理解教育を促進します。

・名張市のオリジナルである「乱歩狂言」での交流を行い、名張市の情報発信ができました。結果、物産交流につい
ては、現在も活発に開催されています。
・観光面では、英語、韓国語等多国籍言語を用いた観光パンフレットを作成しており、これらを用いての文化交流を
進めていく必要があります。

乱歩や能楽などの文化資源についての情報発信や交流にさらに積極的に取り組むべきである。　

評価理由及びその他（意見）

７．総合評価

Ｃ　施策達成に向けた取組や今後の施策展開が適切に行われているものの、いくつかの課題、改善の余地が見受けられる

事業名・担当室名

事業費
(単位：千円)

21,829

21,829

中学校ＡＬＴ派遣事業 学校教育室 8,621 8,572

13,157

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ


